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2023 年 4 月 18 日 

 
 

 

 

デジタルの力で、フェア・効率的・ホワイト・エコな物流へのチャレンジ 

～運送事業者の車両・整備情報を一元管理できるサービス「運送革命」を提供開始～ 
 

 

ＳＣＳＫ株式会社（本社：東京都江東区、代表取締役 執行役員 社長：當麻 隆昭、以下 ＳＣＳＫ）は、デジタルの力

で「フェア・効率的・ホワイト・エコな物流」を実現するチャレンジの第一歩として、運送事業者の車両・整備情報を

一元管理できるクラウドサービス「運送革命」を 4 月 18 日から提供開始します。 

 

１．物流業界の改革に向けたチャレンジ ～フェア・効率的・ホワイト・エコな物流へ～ 

日本の物流業界は、多くの課題を抱えています。量・質ともに物流ニーズが高まる一方で、99％が中小企業であ

る運送事業者においては、荷主優位、多重下請などの業界慣習により、運賃水準やドライバーの待遇が改善され

にくく、人手不足が慢性化しています。2024 年度からは残業時間の上限規制の適用が施行されるため、国内

の物流の危機が社会問題化（2024 年問題）しており、官民を挙げた改革が急がれています。 

SCSK はこれまで蓄積してきたデジタルの知見を活かし、これらの社会問題を解決し、「フェア・効率的・ホワイ

ト・エコな物流」の実現に向けて、物流業界向けに以下のマテリアリティを掲げ、価値あるサービスを展開して参り

ます。 

 

2．第一弾サービスのリリース ～車両・整備管理サービス「運送革命」を提供開始～ 

SCSK は約 140 社の中小運送事業者へのインタビューを行い、その結果、多くの事業者において重要な経営資

源である車両に関する情報の管理や活用が十分に行えていないことが明らかになりました。具体的には、車両や

整備に関する情報が請求書や点検記録簿などの「紙」によって扱われているため、情報の管理や共有の業務負荷

が高い点と、データを分析することが難しい点です。物流業界改革に向けた取り組みの第一弾として、「運送革

命」は、車両や整備の記録を手間なくデジタル化することで、車両管理業務の効率化、車両にかかわるコストの可

視化・分析を可能にします。 

３．「運送革命」の特長～らくらく操作でシッカリ管理～ 

本サービスでは、運送事業者が車検証や請求書をスマートフォンアプリで撮影、または請求書ファイルを PC から

アップロードするだけで車両情報・整備情報がデータ化されます。運送事業者はデータ化された情報を活用して

日本の物流をより効率的にフェアで健全な取引慣行へ

働きやすく透明性の高いホワイトな物流へ

• 経験と勘から、データに基づいた経営/運行へのシフト

• データ活用でリソース（車、ドライバー）を最適化

• ドライバーの仕事もスマートに

• 荷主との公正な輸送対価での取引

• 運送事業者の真面目な取り組みが正当に評価

• 働きすぎ（無理な運行）の撲滅

• 安全・品質・サービスを可視化・共有

地球に優しいエコな物流を中小から

• 「運ぶ」に伴うCO2のモノサシ作り

• 業界横断でのデータ連携によるCO2排出量削減アクションへ
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法令の遵守状況の確認や車両コストの管理など、車両管理業務のスマート化や経営の改善を実現できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

サービスの詳細は、https://www.unso-kakumei.com/よりご確認ください。 

４．販売価格 

・月額：1,100 円（税別）/台 

・初期費用：なし 

※ 対象車両の過去 2 年間の整備情報のデータ化を無料で実施します。 

 

５.今後の展開 

本サービスは、5 年後の 2028 年度中に 5,000 社への導入を目指します。 

また、本サービスに加え、上記のマテリアリティの実現に向けたサービスを順次展開して参ります。 

 

ＳＣＳＫグループのマテリアリティ 

ＳＣＳＫグループは、経営理念「夢ある未来を、共に創る」の実現に向けて、社会と共に持続的な成長を目指す「サ

ステナビリティ経営」を推進しています。 

社会が抱えるさまざまな課題を事業視点で評価し、社会とともに成長するために、特に重要と捉え、優先的に取

り組む課題を７つのマテリアリティとして策定しています。 

本取り組みは「いきいきと活躍できる社会の実現」、「安心・安全な社会の提供」、「豊かな未来社会の創造」のマテ

リアリティに資するものです。 

 －勤務環境の改善、働きやすい物流業界の実現 

－車両・整備データの活用により車両管理業務と経営の改善を進め、安全で効率的な運送を実現 

 ・ＳＣＳＫグループ、経営理念の実践となる 7 つのマテリアリティを策定 

https://www.scsk.jp/news/2020/press/management/20200428_2.html 

https://www.unso-kakumei.com/
https://www.scsk.jp/news/2020/press/management/20200428_2.html
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本件に関するお問い合わせ先 

【製品・サービスに関するお問い合わせ先】 

ＳＣＳＫ株式会社 

モビリティ事業グループ 

モビリティサービス事業開発センター 事業推進部 

E-mail： unso-kakumei-info@scsk.jp 

 

【報道関係お問い合わせ先】 

ＳＣＳＫ株式会社 

サステナビリティ推進・広報本部 広報部 土岐 

TEL：03-5166-1150 

 

※ 掲載されている製品名、会社名、サービス名はすべて各社の商標または登録商標です。（出願中含む） 
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